
年代ごとに気をつけるべき女性特有の
病気はどのようなものがありますか？ 男性特有のがんに関して

検診はありますか？

自覚症状が無くても検診を受ける
必要はありますか？

アイドルみたいなスタイルを目指して
ダイエットしても良いですか？

参考：（公財）がん研究振興財団「がんの統計 2024」より
　　　2019年のデータを使用

男性特有の病気である前立腺がんについては、
国が推奨するがん検診に含まれていないため、女性
特有の病気に比べて、自覚症状が無い段階で病気を
見つけることが難しいという実情があります。何か
気になる症状が出た場合は、速やかに泌尿器科を受
診してください。

病気は必ず何か症状が出るとは限らず、自覚症状の無い異常や
疾患があるため、検診を受けることは大切です。病気になった時に、
ちゃんと検診を受けておけば良かったと後悔しないためにも、定期的
に検診を受けましょう。ちなみに、日本の子宮頸がん、乳がん検診の受診率
は、諸外国に比べ低いという現状があります（右グラフ参照）。
岐阜市は、これまで市内に住民登録のある 20 歳の女性を対象に

子宮頸がん検診の無料クーポン券を交付してきましたが、2024 年度
からは、25歳の女性も無料で検診が受けられるようになりました。20歳
になったら、もしくはパートナーができたら、２年に１回は子宮頸がん検診
をぜひ受けて欲しいです。
乳がんは自分で見つけられる数少ないがんの一つで、早期で発見す

ればほぼ治ると言われています。月に１回はセルフチェックを行い、
乳がん検診も 2年に 1回は必ず受けましょう。

一般的に、BMI（体格指数）18.5 ～ 25が標準とされていますが、日本
医師会が推奨する適正体重はBMI 22 です。この数値を維持すると、病気に
なりにくく、健康で長生きできると考えられています。
1 カ月で３kg 減量するような過度なダイエットをすると、生理不順に

なることが多く、無排卵や無月経になることも有り得ます。急激に体重を減らすと脳が飢餓状態に陥り、次世代のための
ホルモンを出さなくなることで生理が止まってしまいます。無排卵や無月経の状況で妊娠を希望する場合は、不妊治療が
必要となります。治療の末、無事出産できたとしても、母親が低体重の場合は、低体重児を出産するリスクもあります。
過度なダイエットは、他にも骨粗しょう症や貧血など目に見えない異常をきたす可能性もありますし、体脂肪の極端な
低下は体の予備力が無くなるため、持続力の低下、疲れやすいなど生活に影響を及ぼします。ダイエットは食事での
コントロールが基本で、補足として適度な運動を取り入れると良いでしょう。減量が必要な場合は、月に 1㎏を目安にして
ください。

女性特有の病気には、悪性では婦人科分野の子宮がんや、
卵巣がん、乳腺外科分野の乳がんがあります。がん以外の子宮筋腫
や子宮内膜症といった良性疾患も珍しくない病気です。がんは
高齢者の病気というイメージがあると思いますが、婦人科系のがん
に関しては、比較的若い世代がかかるという特徴があります。
2000年以降、子宮頸がんにおいては特に 20代、30代の患者数が
増えており、婦人科系のがんに関しては若くてもかかるかもしれ
ないという意識で検診を受けてもらいたいです。

BMI 計算式
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若いみなさんは、社会全体にとって＜希望の星＞です。
今の時期にしかできないことに挑戦して欲しいです。若いうちは挑戦の連続です。その中で自分を見つけ、

成し遂げる過程が素晴らしい経験となります。失敗は成功の一部です。未知の領域での発見、経験がきっと
素晴らしい成果につながります。また、相手の立場になって考える練習をしてください。そうすることで何か
を学び取りたいという向上心が芽生えて、自分自身の内面を形成することに役立ちます。自己犠牲とは違います。
自分の心と体を大切にし、少しでいいので誰かのために生きてみる、バランスのいい大人になって欲しいと

願います。

次世代を担うみなさんへ土屋先生からのメッセージ

川上教授「織」学生編集委員 土屋先生A.

A.

A.

A.

月経とは、生理のことを医療用語で表した言葉です。

自分の月経が正常なのか異常
なのか、どのように判断したら
良いですか？ 

月経痛については、鎮痛剤を服用しても治まらず、生活
に支障が出るようであれば受診のタイミングです。月経周期
については、28日が理想ですが、短くても 23日あれば正常
であるため、それよりも短い周期で繰り返し来る時は受診
した方が良いです。月経の期間は５～７日が中央値ですが、
10日くらい続く場合であっても、出血量が少なくなってい
くようであれば正常だと言えます。逆に出血の期間が短い
場合、３日あれば問題ありませんが、２日以内で、出血が鮮血
でない時は受診が必要です。３カ月以上月経が来ないと
無月経の診断となるため、月経が２カ月以上空く場合も
婦人科を受診して欲しいです。月経の間隔が空けば空くほど、
正常な月経に戻すことが困難になります。

A.

メリット、デメリットは？

ピルを使用すると、月経困難症の症状が改善する、
生理周期が一定になる、PMS（月経前症候群）の症状が
改善する、種類によっては肌がきれいになるなどメリット
がいくつかあり、100％に近い確率で避妊もできます。
デメリットとしては、毎日欠かさず服用する必要がある
こと、費用がかかることなどが挙げられます。また、1万人
に3～5人程度の確率で血栓症の発症リスクがあるため、
定期検診を受ける必要があります。私は、40歳以上の方や、
35歳以上で喫煙習慣のある女性には処方していません。

A.

生理や女性特有の病気に
対して、どこまで話し合って
良いものか？

時と場合を間違えなければ男女で話をすることは
良いことだと思います。女性が毎月生理で大変な思い
をしていることを男性が理解することにより、女性を
いたわり尊重する気持ちが自然に身につくと思いま
す。小・中学生の時から、「男性が生理について知るこ
と」、「女性が生理について知られること」は、恥ずかしい
ことではないという教育がなされると良いですね。生理
に関して困っていたり、悩んでいたりする人がいたら、
他人事とは思わず男性もその辛さに耳を傾けて欲しい
です。

A.

男女共に、日頃から規則正しい生活習慣を意識し、
健康的な食生活を心掛け、禁煙に努めることが大切です。
飲酒はともかく、喫煙に関しては良いことは一つもありま
せん。女性は妊娠から授乳終了まで約２年間禁酒する必要
があるため、妊娠前から飲酒は適量を心掛けておきましょう。
飲酒は急には止められませんからね。

A.

いつか子どもを持ちたいと思う時
に備えて、どのようなことに日々
気をつけて生活したら良いですか？


